BRIDGE 2010 March　3/8(Mon)　
１、現在やってる事業の面白いところは何か？
　西川ー「検索エンジンのソフトウェアを企業に提供。技術的な要素が重要。つくること自体が面白いし、同じものが作られにくいので強みが出しやすい。顧客の視点を知る点も面白い」

　柳沢ー「スマートフォン向けのアプリ開発。売上がランキングに依存する状態から脱却するため、プラットフォーム寄りの事業をやりたい。iPhoneやAndroidなどのプラットフォームの上に横断的なネットワークをつくり、その中でユーザを回遊させ、継続的に課金を行っていく。」
　石原ー「シフト管理を容易にするツールを提供。携帯からシフト申請、確認可能」

２、起業家•経営者として、意識している点、皆に伝えたい点は何か

　西川ー「IT系の経営者に必要なのは技術を正しく理解すること。そうでないとイケてない」

　柳沢ー「普遍的（グローバル）なニーズに基づいているかを重視してほしい。日本市場に最適化しすぎるのも危険。」

　本間ー「西川さんは日本に重点置いてるが」

　西川ー「国内で安全性を高めてからがいいかな、と」

　石原ー「つぶれないように気をつける。模倣者が出てきても負けない本質的なコンテンツ作り。いかに人の役に立つかを意識している。」

３、日々事業をやってみて、自分自身起業家•経営者としていけてると評価できる点、適正があると感じている点は何か？また適性がない、不得意な点は？

　西川ー「粘り強いのが適性かなと。吸収するのは早い。しかし人見知りする点は苦手。また不得意なことは人に任せること。自分で抱え込む」

　柳沢ー「不確実性が非常に高い市場に対して自分の予測を信じる点が適性があると思う。マクロ的な予測は外れない。他の人に任せない点、押しが弱い点が不得意なこと。」

４、こういうタイプはダメだという人は？

　柳沢ー「やる気がない人。仕事に対して熱意を持っていない人。」

５、起業家•経営者としての自分は、親、兄弟、奥さん、恋人、近しい友人からは、どのような評価を受けているのか？

　西川ー「親からは絶対ダメだ、と。近しい人は応援してくれた。立ててからはどうにでもなった。親には「もう立てちゃったから」と。」

　柳沢ー「学生起業なので、周りには反対する人はあまりいなかった。一つ目も二つ目の起業も親は放任。今では協力的。プライベートとの両立は難しく、色々な人に迷惑をかけた。今も折り合いはついてない。」

　石原ー「昔から起業すると言っていたので、周りには反対する人はいなかったが、賞賛されたこともなかった。」

６、得意なことを伸ばすために、日々意識したり、行っていることは何か？また不得意なことを解消するために意識することはあるか？

　西川ー「土日はプログラミングを勉強している。継続していないと忘れるので。不得意な人見知りは、営業先で話をしたり、開発途上でユーザ視点を取り込むよう意識している」

　柳沢ー「周りの意見を気にしない。自分にレッテルを貼らない。「人見知りをする人間」とレッテルを貼ると逃げになる。また不得意なことはしない。」

本間ー「エンジニア社長はどこまで開発すべきか？」

　西川ー「できるだけ長く。日々変わる開発環境を理解するために開発を続けることは必要。また、ずっとできる」

　柳沢ー「今は開発をしていない。社内には自分より開発に優れている人がいるのでそっちに任せて、自分はマネジメントした方が全体としてうまく回る」

　石原ー「執念深く、が得意ではあるが、新しいことに手を出したいのを我慢している。社員からのアイディアを取り込むことで、不得意な点の解消に努めている」

７、なぜ起業するに至ったのか？その際に悩んだ事、考えた事はなにか？

　石原ー「小学校から思っていので悩まなかった」

　柳沢ー「可能だったから、やった。自分のやりたいことと、できること、需要を両立できるのは就職よりも起業の方が良かった」

　西川ー「人と会って、その後別れるのが嫌だったから。続けられるか、経理とは何か、等悩む事は多かった。学生は場所も資金もあまりいらない」

８、いつ頃起業することを真剣に意識し始めて、どのくらいで実際起業に至ったのか。その際悩んだ事、考えた事は何か？

　石原ー「ベンチャーでバイトして、経験を積んだ。」

　柳沢ー「リスクのない学生のうちにやりたいと思い。仕込みとして人材の囲い込みやビジネスコンテストへの参加」

　西川ー「未踏の報酬を会社の資金に。」

９、自分の人生に大きな影響を及ぼしている人物、影響を受けた本、映画、体験について。それから何を学んでいるか？

　西川ー「子供時代に古いOSを使ったのがきっかけ。東大の教授の情報交換を見て自分でもできる、と」

　柳沢ー「司馬遼太郎の「坂の上の雲」等を読んで感銘を受けた。昔の偉人の業績が現代の土台になっていることが自分の琴線に触れた」

　石原ー「中１の時に阪神大震災を経験。様々なものが崩れるのを見て、人間はいつ死ぬか分からないと思い、できるだけ早くやらないと、と思った」

１０、ライバルについて、すごいと思う、負けたくない会社、人物は誰か？

　西川ー「ライバルはいない。すごいと思うのはMSResearch。品質管理やプロジェクトマネジメント等もすごい」

勝屋さんー「その企業から来て、と言われたら？」

　西川ー「行かない。それよりも自分でやりたい。MSResearchにも弱い点はあるし、その弱い点を補いつつ柔軟な開発をしていきたい。引き抜かれないようにしたい」

　柳沢ー「ベンチマークにし得る会社はSkypeとノキア、facebook。国内市場がない中で世界にシェアを持っている。アメリカは人材、資金、言語共に圧倒的有利」

　石原ー「リクルートを尊敬している。仕組みを作り、今まで閉じてた情報を開く手腕。ただ今はもうイケてないのでさっさと追い抜きたい」

１１、今後１０年、３０代で成し遂げたいと思っていることについて？

　西川ー「１０年後には、個人的に世界一のプロセッサを作りたい。情報のネットワークを使って、脳と脳をつなげて仕事の質を変えるものをつくりたい」

　柳沢ー「これから伸びてくるのはスマートフォン。本当の意味でのPCとしてのスマートフォンが重要に、また世界の携帯電話のほとんどがスマートフォンになる。１０年後にはそこにアプリを提供するプラットフォームやネットワークを提供したい。」

　石原ー「自分の中にあるやりたいことを１０年で出していきたい」

１２、今後の社会はどうなるのか。どのようなことで、自分や自分の事業•会社が社会に影響を及ぼす。いい結果を与えることができると考えているか？

↑時間切れ。

〜質疑応答〜

中村さんー「自分が社長じゃなくなる時は？」

　石原ー「ある程度経ったら、起業家を育てる側に回りたいので、会社で一通りやったと思うときが退くタイミング。」

　西川ー「５０歳ぐらい」

勝屋さんー「将来への不安を持ったときに、どうやってそれを振り戻すか」

　石原ー「社員を食わせていくのが社長の責任。」

　柳沢ー「日本にいれば死なない。家なくしても脳が動いていれば良いかなと思っている。細かい点での不安はあるが、根本的にやめようとは思わない」

　西川ー「短期的な不安は常にある。ずっと不安と向き合う覚悟をしている」

質問者ー「経営者として会社のキャッシュは気になると思うが、事業におけるキャッシュの想定が外れた経験を」

　柳沢ー「ライトバイクが良い意味で想定外の結果だった。アプリのアップデートにおいては工程数が想定を超えることが常なので期間、資金は気をつける」

　西川ー「ライセンスビジネスはものを持たなくていいので人件費を常に意識しなければいけない」

　石原ー「スタート時の開発に矛盾が見つかった際、全てゼロに戻した。その際」

質問者ー「世界を見るということを意識したタイミングは？」

　柳沢ー「起業当初から。しかし社内の公用語は日本語。」

　西川ー「大学院在学時、世界の開発コンテストで自分が通用することを実感し、意識し始めた。」

　石原ー「もとから」

